
天
界
第
二
＋
七
號
（
第
三
懇
二
正
肝
玉
辮

恒
星
の
ス
．
ヘ
ク
ト

分
類
法

ル
の

ミ
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ピ

東
京
一
三
手
古
川
龍
城

　
素
直
の
ス
ペ
・
ク
．
ト
ル
を
研
究
す
る
こ
マ
」
は
天
腱
物
理
學
中
の
大
部
分

を
占
め
、
ス
ペ
ク
ト
ル
の
種
類
に
よ
っ
て
、
・
其
れ
を
組
成
す
る
元
素
が

わ
か
り
、
温
度
や
年
齢
も
わ
か
り
、
又
視
線
遽
度
や
其
の
距
離
を
も
測

定
す
る
こ
ε
が
で
き
る
。
ミ
こ
ろ
が
、
其
の
ス
ペ
ク
ト
ル
を
記
述
し
て

あ
み
文
章
を
見
る
一
こ
、
必
ず
0
型
ざ
か
、
B
型
、
こ
か
ぐ
」
ス
ペ
ク
ト
ル
の

種
類
が
か
い
て
あ
る
が
、
其
の
意
味
を
既
に
知
れ
る
讃
者
に
は
本
文
の

必
要
は
更
に
な
い
が
、
も
し
未
だ
知
ら
れ
な
い
人
々
が
あ
れ
ば
、
次
を

讃
ん
で
，
其
の
意
味
の
大
膿
が
お
わ
か
り
に
な
れ
ば
筆
者
の
甚
だ
本
懐

ミ
す
る
所
で
あ
る
。

　
ス
ペ
ク
ト
ル
分
類
法
を
論
ず
る
前
に
其
の
用
語
を
忌
め
解
説
し
て
お

か
な
い
ε
不
用
意
の
叢
り
を
免
れ
な
い
か
ら
、
次
に
岸
べ
る
。
．

　
先
づ
噌
主
な
ス
ペ
ク
ト
ル
の
背
景
に
輝
い
た
線
が
若
干
美
し
く
横
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
る
も
の
カ
あ
る
。
，
「
」
の
線
の
こ
く
」
を
輝
線
ミ
も
叉
放
射
線
－
こ
も
名
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
斯
か
る
ス
ペ
ク
ト
ル
を
輝
線
ス
ペ
ク
ト
ル
ぐ
」
云
ふ
。
線
で
な
く
、
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

っ
た
部
分
の
幅
の
旧
い
の
を
輝
帯
く
㌧
云
ふ
。

　
こ
ん
さ
は
ス
ペ
ク
ト
ル
の
背
景
が
其
の
所
謂
七
色
の
色
影
に
輝
き
、

所
々
に
黒
い
線
の
横
断
す
る
ざ
、
丁
度
輝
線
ス
ペ
ク
ト
ル
の
明
暗
爾
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

分
護
紛
に
し
詣
壊
も
の
が
あ
る
。
こ
の
黒
い
線
を
三
一
、
、
も
、

叉
暗
線
ミ
も
、
又
吸
牧
線
ε
右
色
々
に
名
け
る
。
そ
し
て
、
．
斯
か
る
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　

類
の
ス
ペ
ク
ト
ル
を
吸
牧
ス
ペ
ク
ト
ル
ー
こ
稽
し
、
叉
暗
線
の
幅
の
廣
い

　
　
　
　
り

の
を
一
帯
ぐ
」
云
ふ
。

　
ひ
　
む
　
　

．
増
大
線
－
こ
は
熱
る
物
質
が
高
温
張
厘
の
も
ε
に
あ
っ
て
、
分
子
が
壊

散
さ
れ
た
時
に
嚢
生
す
る
暗
線
で
、
其
の
名
の
，
こ
ほ
の
㍉
普
通
の
線
よ

り
少
々
太
い
．
の
で
あ
る
。

　
其
れ
か
ら
線
や
帯
の
位
置
を
示
す
に
は
隔
普
通
そ
れ
が
あ
る
場
所
の

波
長
の
長
さ
で
云
ふ
の
で
あ
る
。
波
長
の
軍
門
は
テ
ン
ス
メ
ー
ト
ル
¶
こ

て
一
婦
の
一
千
萬
分
の
一
に
相
証
し
、
ス
ペ
ク
ト
ル
中
言
も
よ
く
輝
く

の
は
波
長
五
〇
〇
の
緑
色
の
部
分
で
、
言
ふ
ま
で
も
な
く
，
蓮
の
方
へ

行
く
に
從
ひ
短
か
く
、
赤
の
方
へ
戻
る
に
從
が
ひ
長
く
、
波
長
七
五
〇

〇
に
及
ぶ
ミ
殆
ん
さ
、
眼
に
は
感
b
な
い
熟
線
、
こ
な
る
。

　
さ
て
恒
星
の
ス
ペ
ク
ト
ル
を
・
最
初
に
分
類
し
た
の
は
伊
太
利
の
天
文

豊
者
セ
ソ
キ
ー
で
、
そ
れ
は
一
八
六
三
．
年
に
転
落
さ
れ
た
。
そ
れ
は
唯

各
恒
星
の
ス
ペ
ク
ト
ル
を
大
凡
三
種
類
に
別
け
た
の
み
で
あ
る
。

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
第
一
種
「
此
の
中
に
包
容
さ
る
べ
き
恒
星
に
は
シ
ゾ
ウ
ス
、
ヴ
エ
ガ
、
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ア
ル
テ
ー
ル
、
リ
グ
ル
の
や
　
な
縮
じ
て
青
白
い
鋭
い
光
を
古
す
る
も

の
曹
も
で
、
ス
ペ
ク
ト
ル
の
各
部
分
の
色
彩
を
完
全
に
具
備
し
、
水
素

が
起
こ
す
ε
こ
ろ
の
四
本
の
著
る
し
い
噌
線
を
有
し
、
其
の
中
の
一
本

は
赤
色
部
に
現
は
れ
，
円
本
は
緑
色
部
に
、
最
後
の
二
本
は
蓮
色
部
に

存
在
す
る
。
四
本
な
が
ら
共
に
相
當
の
幅
を
有
し
、
又
金
馬
元
素
の
細

い
嗜
線
も
あ
る
。

　
天
塞
に
か
草
や
く
多
撒
の
恒
星
は
皆
こ
の
仲
間
へ
入
れ
て
も
よ
い
。

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
第
二
種
　
こ
の
中
に
繰
り
入
れ
ら
れ
る
も
の
は
、
カ
ペ
ラ
、
ボ
ル
ッ

ク
ル
、
プ
ロ
シ
オ
シ
，
太
陽
等
の
や
う
に
黄
色
を
帯
ぶ
も
の
㍗
こ
も
で
、

此
れ
等
の
・
ス
ペ
ク
ト
ル
は
本
當
に
太
陽
の
ス
ペ
グ
ト
ル
に
類
似
し
、
あ

ま
た
の
細
い
噌
線
が
そ
の
奇
麗
な
、
一
個
の
プ
リ
ズ
ム
さ
へ
あ
れ
ば
、

す
ぐ
見
ら
れ
る
連
綾
背
景
に
、
盛
ん
に
横
断
す
る
を
見
る
。
太
陽
の
ス

ペ
ク
ト
ル
の
黒
線
を
嚢
見
者
の
名
に
ち
な
み
フ
ラ
ウ
ン
ホ
ー
フ
エ
ル
の

黒
線
ε
云
ふ
こ
ε
は
物
理
の
魁
偉
書
に
あ
る
一
こ
ほ
り
で
あ
る
。

　
ヘ
　
　
セ
　
　
へ

　
第
三
種
　
此
の
種
類
に
該
寓
す
る
も
の
は
ヘ
ル
ク
レ
ス
破
の
如
き
赤

色
星
で
、
其
の
ス
ペ
ク
ト
ル
は
朦
朧
た
る
皇
居
ε
、
暗
線
S
か
ら
成
っ

て
居
る
。
第
一
種
か
ら
第
二
種
、
第
三
種
に
進
む
に
し
た
が
ひ
，
そ
の

ス
ペ
ク
ト
ル
申
の
童
色
部
が
次
第
に
薄
れ
て
暗
ら
く
な
っ
て
行
く
。
星

の
色
が
段
々
ε
赤
味
が
か
つ
て
行
く
の
は
全
く
其
の
た
め
で
あ
る
。

　
へ
　
リ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
其
の
他
の
種
類
　
セ
ツ
キ
ー
は
そ
の
後
、
第
四
種
．
S
し
て
墾
け
、
叉

ウ
オ
ル
ブ
、
ラ
イ
エ
の
こ
氏
は
特
異
の
ス
ペ
ク
ト
ル
を
有
す
る
｝
種
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ

量
れ
に
追
加
し
た
。
所
謂
ウ
ォ
ル
フ
．
ラ
イ
小
謡
ミ
い
は
れ
て
居
る
の

が
其
れ
で
あ
る
。

　
以
上
の
分
類
法
は
甚
だ
簡
輩
で
記
憶
に
便
利
で
あ
る
が
、
其
れ
で
は

併
し
あ
ま
り
簡
輩
す
ぎ
て
、
、
十
分
分
類
の
目
的
を
達
し
て
居
な
い
か
ら

現
今
は
多
く
ハ
ー
ヅ
ア
ー
ド
大
學
天
文
皇
で
決
定
し
た
次
の
方
法
を
慣

用
し
て
居
る
。
其
力
は
先
の
如
く
第
開
種
、
第
二
種
ミ
言
は
す
に
、
A

8
、
c
、
等
の
如
き
文
字
を
使
用
し
て
み
る
Q

　
ヘ
　
　
へ

　
o
種
前
の
分
類
法
で
は
ウ
ォ
ル
フ
、
ラ
イ
エ
星
に
當
る
種
類
で
、

す
べ
て
光
り
の
幽
微
な
も
の
が
多
く
、
叉
不
思
議
な
こ
ε
に
は
銀
河
嘔
こ

マ
ゼ
ラ
ン
忙
中
に
の
み
局
限
さ
れ
て
る
他
に
は
な
い
。
あ
ま
た
の
輝
線

や
細
線
が
入
り
組
ん
で
並
ん
で
居
る
。
輝
帯
H
（
水
素
）
ε
、
琉
（
ヘ
リ
ウ

ム
）
ε
が
ε
り
わ
け
著
る
し
い
、
帆
γ
、
艦
ζ
、
ペ
ル
セ
ウ
ス
ξ
、
オ

リ
オ
ン
τ
、
一
角
獣
S
、
蜥
…
蝪
一
〇
の
面
々
が
こ
れ
に
つ
ら
な
る
。

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
B
種
　
こ
の
種
の
ス
ペ
ク
ト
ル
は
所
謂
其
の
暗
線
の
強
さ
か
ら
ヘ
リ

あ
　
ヘ
　
ヘ

ゥ
ム
星
ミ
も
言
は
れ
、
叉
か
の
オ
リ
オ
「
ン
座
の
明
星
た
ち
が
、
こ
ぞ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
も
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

て
之
れ
に
仲
間
し
て
居
る
所
か
ら
オ
リ
オ
ン
種
の
星
ε
も
呼
び
な
さ
れ

現
線
が
最
も
著
る
し
く
、
H
も
亦
中
々
侮
ら
れ
な
い
。
其
の
ほ
か
カ
ル

シ
ウ
ム
や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
線
な
さ
も
見
え
る
。
し
か
し
大
事
い
ふ
ε

金
属
の
線
は
み
な
、
微
弱
な
も
の
ば
か
り
で
、
天
球
上
に
き
ら
め
く
大

部
分
の
星
は
、
此
の
種
類
中
に
重
め
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
か

ら
0
種
ε
8
種
ε
の
李
陸
図
線
速
度
は
六
二
二
ε
計
算
せ
ら
れ
て
居
る
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が
塙
段
々
後
の
種
類
ほ
う
ご
、
視
線
度
速
の
速
く
な
る
の
に
注
意
さ
れ
た

い
。
星
の
例
を
あ
び
る
ε
、
リ
グ
ル
、
憂
光
星
．
ア
ル
ゴ
ー
ル
、
及
び
レ

ギ
ユ
ル
ス
等
は
唯
其
の
一
例
の
み
。

　
ヘ
　
　
へ

　
A
種
　
こ
れ
は
ヘ
リ
ウ
ム
線
が
衰
へ
て
、
水
素
線
が
代
っ
た
も
の
で

師
ち
吸
素
線
H
線
が
極
大
で
あ
り
、
金
属
の
檜
大
線
毛
中
々
著
る
し
い

李
均
視
線
速
度
は
十
粁
五
で
薄
青
色
星
ゾ
エ
が
、
ア
ル
テ
ー
ル
、
フ
オ

ー
マ
ル
ホ
」
ト
、
白
鳥
4
な
，
ご
は
皆
こ
れ
に
屡
す
る
。

　
へ
　
へ

　
F
種
　
吸
直
線
H
が
A
種
よ
り
は
弱
く
な
り
、
そ
の
か
は
り
に
カ
ル

シ
・
ウ
ム
の
線
が
一
ば
ん
強
盛
を
誇
っ
て
居
る
か
に
見
え
る
。
増
大
線
も

つ
よ
い
。
天
球
第
二
の
明
星
カ
ー
プ
ス
、
黄
色
星
プ
p
シ
オ
ン
、
方
位

を
見
出
す
．
指
針
こ
も
言
ふ
べ
き
北
極
星
な
7
こ
の
連
中
は
、
正
に
こ
れ
に

仲
間
入
り
し
、
李
均
傍
線
斜
度
は
十
四
影
野
ミ
計
算
さ
れ
た
コ

　
ヘ
　
　
へ

　
G
種
・
吸
牧
線
カ
ル
シ
ウ
ム
が
最
も
著
る
し
く
、
壌
大
部
が
嚢
へ
て

見
’
え
る
。
黄
色
星
カ
ペ
ラ
、
‘
最
近
の
恒
星
ケ
ン
タ
ウ
ル
ス
久
、
叉
吾
が

王
人
公
の
太
陽
等
は
こ
の
部
類
に
入
る
⑩
太
陽
が
G
型
．
の
ス
ペ
ク
ト
ル

を
放
つ
こ
ε
は
、
．
永
く
忘
れ
て
も
ら
い
た
く
な
い
重
要
事
項
で
あ
る
。

　
ヘ
　
　
へ

　
K
種
　
島
牧
線
ア
ル
シ
ウ
ム
が
甚
だ
し
く
張
ま
り
、
璽
青
線
が
甚
だ

振
は
な
い
。
赤
色
星
マ
ー
ク
チ
ユ
ル
ス
、
同
ア
ル
デ
バ
ラ
ン
、
叉
ポ
ル

ツ
ク
ス
な
さ
が
此
の
仲
間
に
入
る
。
軍
均
視
線
速
度
は
十
六
粁
八
ε
計

算
さ
れ
た
。

　
ヘ
　
　
へ

　
M
種
　
短
波
長
印
ち
董
側
に
近
い
あ
た
り
の
部
分
に
吸
牧
線
が
、
豊

か
に
あ
る
ゆ
文
炭
化
物
に
よ
，
る
帯
が
出
現
し
て
居
る
。
赤
色
昆
ア
ン
タ

レ
ス
・
、
赤
色
攣
光
星
ベ
テ
ル
ギ
ユ
！
ス
、
有
「
名
な
攣
光
星
ミ
ラ
の
者
＄

も
は
こ
の
部
類
に
編
入
さ
る
べ
き
右
の
で
あ
る
。
絡
じ
て
憂
光
星
は
こ

の
仲
間
に
入
み
も
の
が
多
い
。

　
爾
こ
の
ほ
か
に
瓦
斯
状
星
雲
は
特
種
の
輝
線
ス
ペ
ク
ト
ル
を
放
ち
、

新
星
も
亦
特
異
の
ス
．
ベ
ク
ト
ル
を
持
つ
。
ア
ル
ゴ
η
な
曹
は
叉
一
派
あ

る
織
久
な
ス
ペ
ク
ト
ル
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
℃
B
A
…
…
…
等
は
大
砲
の
分
け
方
で
夏
に
細
か
に
分
類
し
て
B
B

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
わ
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ソ

B
…
・
魂
・
B
な
さ
ミ
し
b
M
種
の
如
き
は
M
適
M
ー
ー
な
，
ご
ミ
も
し
て
あ
る

併
し
そ
ん
な
こ
ぐ
b
は
弄
え
す
ε
も
星
の
ス
ペ
ク
ト
ル
に
o
B
A
F
G
K

M
な
，
こ
の
種
類
が
あ
る
こ
ミ
を
、
知
れ
ば
澤
山
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
Q
ε

か
ヌ
N
な
「
こ
の
比
較
的
少
数
の
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
が
ハ
！
ゾ
ア
ー
ド

の
ス
ペ
グ
ト
ル
分
類
法
の
概
略
で
あ
る
Q
終
り
に
本
誌
第
二
巻
第
二
十

四
號
の
自
給
に
B
A
F
G
K
皿
の
五
種
の
ス
ペ
ク
ト
ル
が
あ
る
か
ら
よ

く
見
ら
れ
た
い
σ
終
り
。

　
編
胴
者
追
記
、
蓋
置
沁
第
〃
二
巻
第
二
十
四
號
（
十
二
月
號
）
の
標
実
学
ス
・
ペ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ

ト
ル
爲
眞
の
左
側
の
文
字
読
B
．
A
．
F
・
G
k
．
M
は
ハ
ー
バ
ア
諸
ド
の
ス

ペ
ク
ト
ル
分
類
法
を
表
し
，
1
・
1
1
・
皿
は
セ
ソ
ー
キ
ー
式
の
分
類
法
の

種
類
で
あ
る
の

天
よ
り
の
光
は
地
よ
り
の
吟
味
に
瀧
遇
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
F
・
～
・
A
・
ボ
ー
ト


